
　お世話になります。㈱丸十商店の田野巧一郎と申します。初めてご寄稿させていただきます。この度、

昨年の 9月に越井木材工業㈱からいただいたオリンピック施設『海の森水上競技場』へ多摩産杉を納入す

ることになった経緯と今年の 3月～ 5月にかけて越井木材工業㈱へ納品した多摩産杉のその後をお伝え

したいと思います。勝手で申し訳ありませんが2ヵ月で書いていきたいと思います。

　まず、何故、越井木材工業㈱からこの話を頂いたのかというと長くなりますが。

　越井木材工業㈱の社長である越井潤さんとは平成28年度日本木材青壮年団体連合会（以下日木）の会長

として木材業界の若手団体を引っ張っている時に、微力ながら当時の日木の政策提言委員会の委員長と

して出向していたのが自分でした。日木会長としての越井潤さんは、熊本地震が起きた年でもありウッ

ドトランスフォーム（備蓄型木造応急仮設ハウス）を熊本へ持っていき被災された方への支援を行った

り、『木育』と和の文化を融合して新しい木育活動を行ったり、児童・生徒向けの木工工作コンクールや

木材活用した建築物コンペを開催したりと、木材業界活性化の為に幅広く活動し尽力されました。政策

提言委員長として自分は、政権与党に対して木材業界の若手の声として上記の活動内容に関しての提言

書を作成し日本の政策に木材活用を組み込めないかと提言しに行ったり、オリンピック組織委員会に対

してもオリンピック施設に使用される木材の価格に関しての提言書を作成し提言しに行ったりしていま

した。政府関係に対して提言活動をするのは色々と大変なこともあり、苦々を共にさせていただいたお

陰で越井潤さんと良き関係を築けました。その後も日木関係はもちろん仕事や時々新木場に来られた時

は食事に行ったりとの間柄になり、その中で越井木材工業㈱として海の森水上競技場の内装材納入の話

があり『海の森水上競技場へ材を納入するにあたって競技場の一番の近く材木屋から材を供給できませ

んか』というお話をいただき、個人的にも新木場の木材業界を盛り上げるきっかけの一つになれば良い

かなと思い、話を受けたのが始まりです。

木のまち『新木場』からオリンピック施設へ木材を‼
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平成28年度日本木材青壮年団体連合会として政権与党に対して政策提言を行った際の写真
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※東京都オリンピック・パラリンピック準備局より転用

　続いて何故、東京木材問屋協同組合で行うことになったのかですが、これは越井潤さんと自分の要望

で東京木材問屋協同組合にお願いさせていただきました。これまでオリンピック施設以外にも言える事

だとは思いますが、大規模な公共施設などは主に大手ゼネコンが主導して行っている為、地場の材木屋

や問屋が公共施設に木材活用と訴えたにも関わらず自分達仲買を飛ばして直に山へ行ってしまい地場へ

の恩恵がない事が多々あります。しかし、地場の人々が誘致や木材活用を訴えるだけ訴えてその恩恵を

受けられないのはおかしいのではないでしょうか。ましてや今回は新木場から最も近いオリンピック施

設でもあるのに。その思いから、『なるべく多くの材木屋、問屋が関われるように』と、東京木材問屋協

同組合でと考えつき、無理を承知で渡辺理事長に直談判させていただきました。最初は難色を示される

かなと気が気ではない状態でしたが、渡辺理事長も快く議事として常務会に挙げていただき、また、常

務会でも若手が持ってきた議事ということもあり協議の末、許可をいただき正式にオリンピック施設『海

の森水上競技場』への多摩産材杉材の納入の話が決まりました。この場を借りて渡辺理事長含め、副理

事長、常務理事の皆様には許可を頂き心より御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

　その後は、納材に向けた準備が始まりました。昨年の11月号に岡田常務理事に寄稿していただいた内

容のままですが、オリンピック施設への納入する木材はFSC認証又はPEFC/SGEC認証されている木材

を使用しないといけない事、取り扱う業者や組合団体などもいずれかの認証のCoC認証を受けないとい

けない事など様々な決まりがあり、更にこの問題を発注予定の翌月までに解決しないと納材できないこ

とがわかり大急ぎで準備に取り掛かりました。まずは認証機関三社にアポイントを取り、各社のメリッ

ト・デメリットに取得までにかかる日数を比較しどの認証機関が最適なのかを検討を重ねてその中の（一

社）ガス機器検査協会に決めて取得しました。取得後は多摩産杉を仕入れるために同じくPEFC/SGEC

認証を取得している㈲中嶋材木店へ向かい認証を受けている多摩産杉を調達し、越井木材工業㈱へ無事

納品できました。

　その後検品等を行い、今現在は大阪の工場にて不燃処理を受けて乾燥させている頃だと思います。次

号にて理事長、副理事長、常務理事の方々と越井木材工業㈱の大阪工場へ検品に行った際の内容を寄稿

したいと思います。次号もよろしくお願いいたします。
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